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（実践報告）卒業生による「国語科教育法」（2013年度）特別講義について

0．はじめに
愛知大学教職課程「国語科教育法」の授業

の中では、国語の授業をどのように作ってい

くか、ということを中心に講義及び模擬授業

を行っている。2013年度後期の授業内容の大

枠は次のとおりである。

（1）「学習指導要領」についての概説。「学習

指導要領」の位置付け、重要性を理解させる

べく、「高等学校学習指導要領解説」の改訂

ポイント部分の解説。

（2）「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読

むこと」についての具体的な指導のあり方の

紹介と教材研究の説明、学習指導案の書き方

の概要説明。

（3）教科書教材を使い、簡単な指導案を作成

して、1 名ずつ20分模擬授業を行う。授業の

様子をビデオ撮影し、各自の映像をフィード

バックして、自分の立ち姿、話し方を見直す。

2013年度は上記の他、現役高等学校教員と

して働く卒業生による特別講義を企画した。

毎年「教職課程センター」主催で、愛知大

学 OB・OG 教員との連携を図るために、「教

職研究セミナー」が開催されるようになり、

現職教員や、卒業生とのつながりも増えてき

ているが、「専門教科教育」の授業でこのよ

うに卒業生を呼び、講義をしてもらうという

試みは、今回初めてであった。その具体的内

容は、以下の通りである。

①教職履修学生の年齢に近い卒業生から、教

育現場の状況を聞く。

②実際の教育現場で「国語」（現代文・古文）

の授業をどのように行っているのかを聞き、

その指導方法や苦労などを聞く。

③採用試験をどのように突破したのか、直接

体験談を聞く。

大学教員は教科教育指導を徹底するのが当

然の責務である。ただ、理論的なことのみな

らず現場の声を聞くという体験も、教職課程

履修者にとっては有意義なのではないかと考

えた。特に国語教育は様々な方法があり、教

育実習を控える学生達にとっては現場の様子

を聞くことは大きな励みになるはずである。

このような考えから、2013年10月19日（土

曜）2 時限目（11時～ 12時30分）に豊橋校舎

2 号館237教室にて第 6 講として開講した。

講師は2012年 3 月卒業の今井信哉氏（現愛知

県立瀬戸北総合高等学校教諭　以下今井氏と

記す。）である。今井氏は本学学生たちに比

較的年齢も近く、在学中は教職サークルなど

でも活躍していた。現在でも後輩たちとの繋

がりを大切にしており、先輩として皆に教員

の現状を的確に話してもらえるだろうと考

え、筆者より依頼した。

本稿では、講義概略を部分的に再現し、筆

者なりの分析、学生の感想とともに以下に報

告する。講義内容の構成は全て今井氏自身に

よるものである。（今井氏の言葉はできるだ

けそのまま再現したが、内容を省略した関係
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で文末表現等を少々変更した箇所もある。）

（講義風景）：撮影　筆者（以下同じ）

1．授業の作り方について－古典の場
合－

今井氏の勤務校は愛知県立瀬戸北総合高等

学校である。氏は学校の現状について説明を

し、次のようなことを述べられた。（傍線部

分は筆者による。以下同じ）

（今井氏談）：

私の高校では、総合的学習の時間にテー

マを設定し、課題研究をさせるのですが、

漢字が書けない生徒がいます。（実際使

用した資料を見せながら）真面目に書い

て字を間違える程のレベルです。（中略）

中学校の学習内容もままならない生徒に

「さあ、どういう授業」ができるのか？（以

下略）

今井氏は、自らの学校のレベルを前提に、

傍線のような「中学校の学習内容もままなら

ない生徒」への授業の作り方を中心に丁寧に

説明された。まずは高校 1 年生相当の教材『国

語総合』「伊勢物語－東下り－」についての

概説を以下に記す。（部分的に学生とのやり

取りを再現した。以下今井氏談。）

この内容は三河八橋の話です。有名な和

歌「からころもきつつなれにし・・・」

が書かれていますが、どういう用法が使

われているか分かりますか？

（聴講学生に質問。なかなか解答出ない）

うちの生徒はもっと（答え）出ないよ。

これは「折句」っていいます。忘れてる

でしょ。僕も忘れていました（笑い）。

普通の進学校ならば、「和歌」の用法を

学びますね。枕詞とか、縁語などの説明

をします。でもうちの学校では撃沈しま

す。和歌を全くわかっていないからです。

ですから少しちがうけど「お～いお茶」

についている俳句や川柳から説明をし始

めるわけです。つまり「和歌」以前のこ

とが全くわかっていないのです。ここに

きて「これじゃダメだ」と気付くのです。

じゃあ、どうするか。題名「東下り」に

注目し、「どこを基準にして上り・下り

があるのか」を考えてみる。（聴講学生

に質問。）現代は東京に向かうのを「上り」

という。題名は「下り」となっているけ

ど、どうして・・・？こういう違いから、

時代が今よりずっと昔の出来事なんだな

と分からせていく。そして昔と今との共
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通点と違いを大切にしています。（中略）

僕は、日本語学が専門なので、日本語に

着目します。「かきつばた、いとおもし

ろく咲きたり」という文章をとりあげて、

「おもしろい」という言葉は今も使うし、

「腹を抱えて笑っちゃう」という意味だ

けど、古語と現代語では意味が違うんだ

よ、という説明をしながら、「なんだ、

昔の人も同じ言葉を使っているね～」と

いうように古典を身近に感じることが大

切だと思います。古典ってこういうおも

しろさがあるのだということを、授業の

中に取り入れてほしいと思います。

現場の先生たちには教科の指導書という

ものがあって、教えなくてはならないこ

と（文法・単語など）や型があります。

指導書のままでは皆同じ授業になってし

まうので、その中に自分らしさを入れ、

自分の色をつけていくように心掛けてい

ます。「乾飯」は何と読みますか？「カ

ンパン」にひっかけて、非常食をイメー

ジさせてみる。古典文法の活用形を覚え

ることも大切ですが、うちの生徒には「い

らん（不要）じゃん」と言われてしまう。

「この時代の人にも非常食あったの～？」

などと生徒とやりとりをしながら内容を

理解して、「あれ？今と共通している部

分があっておもしろい」と思わせること

が生徒を惹きつける一番大切なポイント

ではないでしょうか？

ここまでの今井氏の言葉を追うと、古典指

導の現状の大変さが伝わるとともに、氏がい

かに工夫を凝らして生徒を授業に振り向かせ

ようと努力をかさねているのかがよく伝わっ

てくる。また、特に注目したいのは「授業に

自分の色をつける」という言葉である。自分

の専門分野を実際の授業に生かして授業をつ

くるという試みについては、現役学生に心し

て聞いて貰いたい部分である。つまり、現役

学生の中には、ゼミに所属し卒業論文を作成

するという過程と、教員として教える過程を

全く別のこととして分けて考えている者が大

勢いるが、実は全て関連づけられることであ

り、大学時代の専門的勉強や研究による知識

が実際の仕事に生きてくることを自覚しても

らいたいのである。こうした点は、先輩から

聞く話が最も説得力を持つ。そしてまた「古

典はおもしろい」と思わせる授業作りという

視点も大切である。型どおり授業を作ればい

いのではなく、「おもしろさを伝える」とい

う教員側の信念を持つことが、授業作りの根

底として重要な意味を持つことを意識して貰

いたい点である。

次に、『国語総合』の中にある評論文、山

崎正和の「水の東西」という定番教材を扱い

ながら、現代文指導についての話を再現する。

2．授業の作り方について－現代文の
場合－

（以下、今井氏談）

「水の東西」っていう作品知っている人

いますか？（中略）この作品（「水の東西」）

で私が伝えたいこと、それは現代文の魅

力です。現代文っていうと、自分が高校

生だった時のイメージってどうですか？

楽しかったですか？（聴講学生数名に質
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問）寝ちゃうこともありますね。テスト

前日に焦って勉強して撃沈するとか・・・・

（笑）それではイカンだろうということ

で、じゃあ、現代文って一体何が楽しい

のか、大事なのか、ということについて

気付いたことは、（板書）「評論は話して

いる人が色んな言葉で伝えようと努力し

ている必死さ（がんばっている姿）」こ

れが、おもしろいんだと思うのです。で

も普通に伝えても「ふ～ん」と言われる

だけ。でもなんとかしてこの文のおもし

ろさを伝えたい。特に評論文は読むだけ

で眠くなってしまう。それでどうやって

いるのかというと「体で表現」、つまり

アクションをつけるわけです。例えば、

一つの言葉に注目します。「人生のけだ

るさ」という言葉について、その様子を

体で表現してみるわけです。すると、生

徒が「何してるの、先生」といって注目

するので、「じゃあ、読もう」となるわ

けです。文中の「鹿おどし」などについ

ても体や音で表現して、なるべく生徒が

振り向くようオーバーリアクションする

わけです。（中略）ひたすら読むだけでは、

「マジ、つまらん」と言いだし、だんだ

ん後ろを向き、居眠りをする生徒が出て

くるのです。授業をやりながら聞いてい

ない生徒を振り向かせなくてはならない

のです。評論だと単調でつまらなくなり

ますが、型どおりに授業をすすめると、

欧米の噴水と日本の鹿おどしの対比の説

明をしていくことになるのですが、それ

では「つまらない」。「対比」と説明して

もわからない。ですからなるべく「異なっ

た視点」でみていこう、ということで、

こんな風にすすめていきます。本文の「流

れる水と吹き上げる水」「時間的な水と

空間的な水」という「鹿おどし」と「噴

水」の例を説明したところでは、「空間

的な水」と似た表現「時間的な水」と似

ているところを追っかけて、どういう意

味なのかを考えてみよう・・・というよ

うにやっていくわけです。（本文音読し

ながら）関連のありそうな語句はすべて

チェックし、他にどういう言い方をして

いるのか生徒にさがさせます。作者は基

本的に、同じことを違う言葉で表現して

います。「空間的」といっているけど、

他の言い方では「音をたてて空間に制

止」っていう言葉で言い換えています。

その様子もアクションで表現します。

じゃあ「時間的」は・・・という風に続

け、やはりなるべく体をつかって表現し

ます。こうやっていくと、生徒に届くこ

とがあります。生徒にいろいろ言われま

すが、それは生徒が先生を見てくれてい

ることになり、現代文ではこちらを向く

ことが大切だと思います。

小説・随筆指導の場合も同じですが、自

分は日本語専門なので、やはり言葉に注

目します。例えば「怒る」と「腹を立て

る」「声を荒立てる」などとどう違うの

か？と問いかける。今の生徒が使う言葉

におきかえてみる。「おこ」「激おこ」「激

おこぷんぷんまる」との違いなどを投げ

かけると、「なんかおもしろいな」と思っ
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てくれるかもしれない。結局言葉を扱う

商売が国語なんで、言葉に注目して、み

んなが使っている言葉でこんな風に言っ

ているんだよ、言葉は違うけど実は同じ

事を言っているんだよ、というところが

言葉の魅力なのかもしれません。自分が

面白いなと思うことと今はやっているこ

となどを使っていくことが興味を高める

ことになると思います。（後略）

上記の今井氏の話の中では教員として大切

な指摘がある。一つは生徒への興味付け。そ

してもう一つは教員自身が楽しいと思うこと

を教えるということ。これは簡単で当たり前

のようで、実は忘れがちなことでもある。授

業は45分～ 50分という枠組みのなかで、教科

書の内容をどう消化していくかということば

かりを重点的に考え、学習指導案を作成して

指導をすすめる。よってどうしても技術的な

面にとらわれてしまう。しかし、今井氏が指

摘するように、まずは生徒が学ぶ体制に入れ

るような興味付けが肝心であるとともに、自

分が楽しい、面白いと感じることが大切なの

である。そして国語という科目を通して、自

分が面白いと感じたことを生徒にどう伝えて

いけるのか、これが授業の醍醐味なのである。

愛知大学の先輩である今井氏の奮闘と生徒

への情熱は、現役学生に対してしっかり伝

わっていたことと思われる。それは今井氏に

対する学生たちからの感想文を見てもよくわ

かる。次に感想文の抜粋を記す。

3．聴講学生からの意見
当日参加学生16名（男子 7 名女子 9 名）が

講義を聴いた。今井氏に向けた感想文を以下

に抜粋紹介する。

・進学校ではない学校の様子を知り、その中

で授業の構成やポイントを聞くことができ、

とても勉強になった。自分は進学校だったた

め、授業の考え方を再度見直し、生徒に対し

て「どう伝えるか」「おもしろさはどこか」

等自分なりに勉強していこうと思った。

・どのように興味を惹かせていくのかを大事

にされているなと感じた。

・興味を惹かせるためには色々な方法がある

ことを改めて理解した。

・質問へのレスポンスの仕方が非常にために

なった。

・実際に働いている方の話をきくことで、モ

チベーションがあがった。

・授業を行う時に大切なことをたくさん教え

ていただいて参考になった。テストでどんな

問題を出すかということから授業内容を考え

る方法も使っていきたい。

・授業を柔軟に組み立てているけれど、やる

べきこと、伝えたい事をしっかりと持ってい

て憧れた。

・古典、現代文での指導ポイントを聞いて生

徒の心をつかむ授業にするということが大切

だと思った。教師もしっかりと努力しなくて

はならない。とにかく生徒を中心に教えるべ

きだと思った。

・教師がどれだけ生徒の興味のある話題を内

容に取り入れ楽しい授業ができるか、という

ことに注目していきたいと思った。

・先生の話し方は、まず「伝えたいこと」を

先に述べてから話していかれたので、分かり



86

愛知大学教職課程研究年報　第 4 号　2014

やすくてとても良かった。

・生徒の反応がもらえるようなことを考えて

授業する必要があると思った。

・どのように国語の授業をしたら生徒が食い

ついてくれるかということと、今井先生がど

れだけ真剣に生徒のことを考えて授業をな

さっているのかよくわかった。

・教員の現実を知ることが出来た。

・自分の将来の未来図を描く事ができた気が

して、後の 2 年間を大切にしたいと感じた。

・学校、子どもにも様々な色があるのだとわ

かった。私達が見落としがちな少数の子ども

について知ることができた。

・授業の組み立て方や何を生徒に伝えるのか、

また生徒の興味を引き出す内容など自分の中

でどうすればいいか悩んでいたことについて

考えさせられ、有意義であった。

上記の感想文を見ると、学生個々が、「教

える」ことについて様々な悩みを持っている

ことが分かる。また、それらを率直に露呈し

ながら、講義を聴いたことで、自身で解決し

ていこうという決意のようなものが伺える。

そして自分の想定とは異なる現場の厳しさ、

そこで奮闘する先輩の言葉は、学生達の気持

ちを揺さぶるものであったようである。これ

は年齢の近い愛知大学の先輩の実際の声への

素直な反応ではないだろうか。学生たちは、

「国語」を教えている具体的な教師の姿を思

い浮かべることができない。しかし先輩から

現場での状況を聞くことで、「国語を教える」

ことへの未来図が描けるようになるのではな

いか。

4．まとめ
今井氏は実際の国語指導方法を紹介すると

ともに、学習指導要領で強調されている「言

語活動」についても言及された。指導が困難

な生徒たちを前に、話し合い活動をさせても

なかなか話し合わなかったり、「なぜか」と

意見を求めても「なんとなく・・・」という

ように理由も言えないこともあるが、氏は「言

語活動を通して力をつけさせたいという努力

をすることが大切だ」と述べた。この言葉は

教育現場からの声として重要な指摘であると

ともに今後の教員志望者にもしっかり考えて

もらいたいことでもある。

最後に定期試験作成の苦労話や学生たちか

ら予め集めてあった各質問に丁寧に答えても

らった。一人一人の顔を見ながら、誠実に答

えていく姿勢には学生達も感銘を受け、また

教員である筆者自身も教示をうけることが多

くあった。

こうした貴重な現場の声を聞くことで、国

語教員を目指す学生たちの気持ちの中にある

種の覚悟のようなものが芽生えてくれたらと

願っている。具体的には、教育現場で自分は

生徒たちと真剣に対峙できるのか、自分は何

を生徒に伝えたいのか、自分は国語を楽しめ

ているのか、といったことである。是非学生

たちには先輩の言葉を胸に自問自答しながら

教員を目指してもらいたい。そしてまた、教

職についた卒業生は、後輩たちに自分の体験

や現在の状況を話して聞かせることで、「後

輩を育てていく」「後輩をバックアップして

いく」という使命感を持ち、愛知大学教職教

育の土壌を培っていって欲しい。
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大学の教科教育科目指導においては、教育

理論や教育実践の大枠を指導しなければなら

ないと考えている。しかし、理論的な部分を

学びながらその一方で現場の声を聞くことも

学生への指導として有効であろう。そのため

には先輩教員たちの存在・協力が欠かせない

のである。

今回は初めての試みで、今井氏 1 名に90分

講義をお願いし、あらかじめ書いて貰った各

学生からの質問にも個別に丁寧に答えてもら

うという形式をとったが、今井氏には大変負

担をかけた。この反省をふまえ、次の機会で

は、中学校教諭なども含め、数人の対話形式

で行ってみようと考えている。

（付記）

今井信哉氏（愛知県立瀬戸北総合高等学校

教諭）には多忙なところ、愛知大学教職課程

（国語科教育法）履修学生のために、時間を

割いて講義をしていただことを深謝いたしま

す。

（講義風景）
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